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生 活 環 境 と 社 会 組 織

- 南スラウェシの一山村誌-
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Thispaperaimstoprovideaconcisedescription

ofamountainVillagesituatedinanecotonebetween

theMakassareseandtheBuginese,inorderto

elucidateonetypeofpadi-farmingcommunltyln

SouthSula.wesi. The丘rsttllreeSectionsgiveback･

groundinfわrmationonmethodology,history,and

Ⅰ は じ め に

ト1 本報告 は,南スラウェシの マカッサル

族 とブギス族 との転移帯 (ecotone)に位置す

る-山村における社会組織 と生活環境とを,

水稲耕作に焦点をあてなが ら記述することを

目的とするol)

* 京都大学東南アジア研究センター;TheCenter

forSoutheastAsianStudies,KyotoUniverslty

1)現地調査は1980年10月より1981年3月までイン

ドネシアにおいて文部省科学研究費 (昭和55年
度海外学術調査 ｢熱帯島喚域における人の移動

に関わる環境形成過程の総合研究｣)によって
行われた｡調査対象となった集落には12月にチ
ーム･メンバーと短期間訪れたのち,1981年1
月より3月までの10週間単独で滞在した｡小学

校長でもあり村の有力者でもある R.N.氏宅で
生活し,情報収集はほとんどインドネシア語で
行い,一部は R.N.氏ほかの通訳でマカッサル

語方言によった｡注記がない限り,本文での表
記は後者による｡各戸別の世帯謝査にはすべて

R･N.氏が同行し,一部インドネシア語で筆者が

直接インタビューをしたほかは,大部分土地の
ことばが使われた｡
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population,focusingonadaptationtoamountainl

oushabitat･ Thelatterpartdescribesmodesof

organi21ationforcultivation,andconcludeswiththe

concentriccategori2;ationoflifeenvironmentand

thesocialmeanlngOfthericefieldasasymbolof

continuity.

最近 の南 スラウェシの研究状況 について

は, Pelras[1978]が各研究分野ごとの簡単

なサーベイを行い,1967年以降研究に従事 し

ている研究者の リス トを掲げている｡そのう

ち外国人研究者 39人の中で 18人が民族学者

で,そのまた半分が トラジャ族研究者である｡

日本人では,古 くは馬淵東一,最近では石川

栄吉,山下晋司がいずれも トラジャ族の調査

をし,佐久間徹がマカッサル族,筆者がブギ

ス族の調査をしている｡ しかし, トラジャ族

は別 として,ブギス ･マカッサル族の農村社

会のモノグラフ的記述は,Chabot[1967]以

来インドネシア入学者をも含めてほとんどみ

られない｡本報告では,このギャップを埋め

るため,農村社会の全体像をできるだけ簡潔

に叙述 したい｡記述内容の取捨選択は,もち

ろん収集されたデータに制限されているが,

できるだけ水稲社会の-類型を明らかにする

よう意図 した｡
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ト2 調査対象 となったパ ンテ ィムル ン

(Bantimurung)は,南スラウェシ (Sulawesi

Selatan) 州パ ンカ ジェネ ･クプ ラウア ン

(Pangkajene-Kepulauan, 略称 パ ンケ ップ

Pangkep)県バ ロッチ (Balocci)郡パ ンティ

マラ(Bantimala)村の半分を構成する｡ ウジ

ュンパ ンダン (UjungPandang)市から西海

岸沿いの国道を 52km ほど北上 したところ

にパ ンケップ県の県都 であるパ ンカ ジェネ

(Pangkajene)の町2'がある｡ この町の北1km

のブンゴロ (Bungoro)という町から東- 7

km ほどは,道路 もよく平坦部である｡ そこ

から山地 部 に入 るが,山地部の取っ掛 りの

集落シロロ (Siloro,下るという意味)から山

道を15km ほどさらに東-行ったところにパ

ンティマラ村の村役場がある｡ この村役場の

所在地がパ ンティムルン部落である｡乗合バ

スの小型が 3台,大型が 2台,この村とブン

ゴロないしはパ ンカジェネとを結ぶ私営交通

機関として運行 している｡片道約 2時間の行

程である｡

パ ンティマラ村の東 ･北 ･南にある隣接村

はボネ (Bone),マロス (Mar°s)州と境を接

し, 北のバ ッル (Barru)州境にも近い｡ 自

動車交通が普及するまでは,山間の小路がボ

ネ,バ ッル,マロス-通 じており,む しろ海

岸部との交通よりは山間部との関係の方が深

かったといわれる｡ ボネの邑3)である山間部

のラムル (Lamuru),チャムバ (Camba)な

どとの歴史的な結びつきも指摘される｡ しか

し,オランダ時代に海岸平野部からの山道が

整備されるまでは,この地が戦争の落武者の

隠れ家でもあり,かつ盗賊などの金銀財宝の

埋め場所があるという伝説などからみられる

ように,比較的孤立 した集落であったことは

確かである｡

2)店屋がならんだにぎやかな道筋 (街)を有し,
比較的家屋の密集する集落｡

3)くに｡首長のいる集落｡

ト3 南 スラウェシ南部の主要言語であるブ

ギス語とマカッサル語とは,マロス県とシソ

ジャイ (Sinjai)県とを結ぶ線によってわけら

れる｡ しかし, マロスとシンジャイを含め

て,その隣接県であるパ ンカジェネとブルク

ムバ (Bulukumba)も,ブギス語とマカッサ

ル語との両方が用いられる｡ この転移帯出身

者は,いずれかを母語としながら両者をよく

することでも有名である [Mattulada 1976;

Mills 1975:207]｡パ ンケップ県の場合,地

名にブギス語起源のものとマカッサル語起源

のものとが入 りまじっている｡必ず しもブギ

ス語地名の集落にブギス族が住んでいるわけ

ではなく,中にはブギス語地名の集落に侵攻

したマカッサル族が定着 したり,その逆の場

合がある｡集落名に同じようなのがたくさん

あるのは,地形 ･景観の相似による偶然以外

に,移住集落で放郷の地名をそのまま用いる

ことにもよる｡調査対象のパ ンティムルンと

いう地名は,マロス県にある同名の村とよく

混同されるが,両者の問には歴史的な関係は

な い ｡

パ ンティムルンでは日常語としてはマカッ

サル方言が使われるが,ブギス語 しか使えな

いブギス行商人が家々を回っても少 しも不自

由しないほど,住民はブギス語にも堪能であ

る｡調査対象としてパ ンティムルンを選んだ

理由の一つは,このようなマージナルな地域

にあるために,ブギス ･マカッサル文化の原

型を考察する上に参考となるデータを提供 し

て くれると考えたからである｡ 選択理由の第

2は, この地域 はブギス ･マカッサル族以

前 の先住 民 の伝 説 [Hapid 1979;Hasan

1979: 101]もあり,集落自体かなり古いとい

うことである｡ 第 3の理由は,中心となる集

落がコンパク トで,戸数からいっても調査対

象として適当であるという調査上の都合によ

る｡
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ⅠⅠ 立地条件と歴史的背景

Ⅰト1 パ ンカジェネ河流域の生態学的景観は

大きく, (1)パ ンカジェネ河三角州 を中心 と

し,ラグーン,砂州,河川, レグィ-からな

り,エンパ ン (empang,養魚池)ないし製塩

田から水田-と内陸部に向かって景観の変化

していく海岸低地と, (2)斜面 を利用 した焼

畑,石灰岩凹地の湿地稲田,非石灰岩凹地の

水田, ラテライ ト山地斜面の棚田,森林物採

集をする石灰岩山林からなる山地部の二つに

分類される [高谷 1982]｡パ ンティムルンは

後者の山地部に立地 し,湿地稲作を核 として

形成されてきた集落であるが,住民は焼畑耕

作,森林産物の採集と交易,鉱業,狩猟にも

従事 してきた山地民である｡

Ⅰト2 南スラウェシの村落の原型はロンタラ

(lontara)4)にあるように,(1)水田または畑の

ための広い土地, (2)川となって流れる水源,

(3)物の交換あるいは情報交換の中心となる市

または広場の三つがそろっていなければなら

ないという [AbuHamid 1981:175-176]｡5)

パ ンティムルンの場合, 水田 ･畑 および水

は現在でも豊富にあるが, 村 の中心 (posi

butta,poccitana)は昔は現在の中学分校の

入口あたりにあってブッブルッ (bu'bulu')6)

の木が あったというが, 現在 は残っていな

い｡ 市は約 3km はど離れた隣部落マラカ

(Malaka)の端にあるチ ョレチョレ(Colecole)

で5日ごとに立つ｡

パ ンティムルンの 集落は標高 230m ぐら

4)貝葉｡ZainalAbidin[1971】,Noorduyn[1965]
参照｡

5)ブギス語でそれぞれ padang lalla'na,uwae
mallarinna,pasa'naである｡Pasa'はインド
ネシア語の pasar(育)ともpasaknegeri(広
場)とも解せられるというtAbuHamid 1981:
176]｡
6)モラベ (katondeng,Vitexcofa∫su∫)に似た木

[Cense 1979]｡
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いの高みの必ず しも平坦ではない丘7)に位置

し,南側は石灰岩山地とその崖壁に囲まれた

凹地,北には非石灰岩の山地と崖錐が多い｡

集落か ら北および西 2km のところにはパ ン

カジェネ河に流入する川が流れているが,石

灰岩山地を伏流する水路が雨期には方々に願

われて網の目のような流路を形成する｡ しか

し,洪水害にまでは至 らない｡このような湧

水地が豊富なので,この集落では井戸を掘る

必要はない｡また,乾期には南スラウェシの

他の地域と同じく非常に乾燥するが,パ ンテ

ィムルンの東南 1km のところにあるエレタ

ッラサ (EreTallasa)という湧水は,たとえ

パ ンガジェネ一帯の井戸の水が澗れてもここ

だけは澗れないといわれる｡ パ ンティムルン

の地名には,(1)諸方面からた くさんの人が集

まったところと, (2)たくさんの水あるいは洪

水のあったところという二 つ の起源説 が あ

る｡

ⅠⅠ-3 伝承によれば, この地方で一番古い統

治者は初代カラエン (Karaeng)ェレクッラ

サ8)で,13-14世紀のこととされる｡9) ェレ

クッラサに根拠を置くカラエンの邑は,パ ン

ティムルン, レアンレアン(Leangleang),パ

ンガ (Panga),マニヤムパ (Manyampa) (図

1参照)をもその支配下に置き,海岸部のシ

アンないしはラバ ッカン (Labakkang)やマ

カッサル地方 の ゴワと も交流があったとい

う｡ この初代のカラエンが, この地方で最初

の水田を開いたと言い伝えられる｡

7)マカッサル地方でいう高みの地bonto｡パンテ
ィムルンでは,山ではないが周囲より高いとこ
ろにある平坦地を tondong,その斜面でふつう
草のはえているところを tanete,高いところに
ある土地に対して一番低いところにある土地な

いしは石灰岩山地の間の凹地を alla',さらに丘
の間の凹地で沼地を含むものを allu,盆地では
なく単に低いところをkabbung,草が平均して
植わっているところを lappara,木のはえてい

ない広い平地を parangと呼んでいる｡
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図 1 パンティムルン近辺略図

8)名前不詳｡墓とされるところは現存しているが,
死体は埋まっていないといわれる｡遺体を木に

覚り掛らせて置いておいたところ,次の日には

消えてしまったという伝説をもつ｡カラエンは

マレー語のraya,ブギス語のmarajaと同じく
｢大きいこと｣を表わす意味から派生したもの

で,広くマカッサル族 (一部にはブギス族も)

の王族,貴族,豪族,支配者の称号として用い

られている｡カラエンは,単にたくさんある称

号の一つで,比較的広い範囲に用いられるが,

王国,地方によって種々の称号が必ずしも画一

的な意味ではなく使用されることはいうまでも
ない｡

9)この年代は郷土史家によるものである｡ガリゴ

期 【Mattulada1982]に集落は成立していて,
ロンタラ期になってゴワ(Gow且)王国ないしは

シアン (Siang)王国の系統のカラエンが定着

し,改めてそのカラエンの村落ないしは邑とな

ったとするのが妥当な推測であろうか｡

16世紀に起 こった

事件でパ ンカジェネ

に関係 の あ る年代

には,Antoniusde

Payvaがシアンを訪

れたのが1544年,ゴ

ワ ･ボネ戦争の始ま

りが1562年,商港 と

してマカッサルが著

名 にな るの が1600

年 ごろな どが ある

lHapid1979;Rach-

mahetaZ.1976]｡そ

して,最初のカラエ

ンか ら何代 目かに,

この地方のカラエン

もイスラームに改宗

す る｡ エ レク ッラ

サ,パ ンティムル ン

では,古老 によれば

1617年 と言い伝え ら

れているという｡

カラエン･エレク

ッラサの系統が一番古 くか らあるということ

は衆目の一致するところであるが,カラエン

を称する者は上記の各集落 に も存在 して い

て,それ らカラエン間の勢力関係の変遷 は明

らかでない｡ただ,オランダ が そ の支 配 を

及ぼ した時には,すでにパ ンティムル ンのカ

ラエンが上記のカラエンの中心勢力となって

いたという｡10' オ ランダの直接支配は,他の

地方同様,流動的な土着の政治制度を封建制

的な固定化 したものにしたようで,オランダ

が当時の最大勢力だったパ ンティムルンのカ

ラエンをこの邑の代表 と認めた以後は,カラ

10)オランダとのブンガヤ条約は1667年11月18日を
第 1回とする｡カラエンが各所に播磨している
理由は,この地方がいろいろな方面から入殖し
てきた人々からできた証拠であるという村人も
いる｡

117



東南アジア研究 20巻1号

エン･パ ンティムルンの地位は不動のものと

なったようである｡11) この間,エレタッラサ

の集落はパ ンティムルンに併合され,カラエ

ン･エレクッラサもパ ンティムルンに住むよ

うになった｡

オランダ時代には,パ ンティムルンのほか

に,マラカ,ビラオ (Birao),ランネ (Lanne)

トンドンクラ (Tondongkura)の計五つのカ

ムボン (kampong) がバロッテ郡 (Distrikt

Balocci)の下にあって,バ ロッチ郡はパ ンカ

ジェネの controleur の支配を受けた012) こ

の行政組織は若干の変更を加えられながら,

カムボンがデサ (desa) となって現在の形に

受け継がれていく｡ そして,オランダが南ス

ラウェシの本来の政治システムを植民地支配

に利用 した遺産が,パーソナルな地方分権的

な土着国家から,より権威主義的な,機能的

に分化 した形の行政組織 - の移行 [Suther-

1and 1980:241-242]であったように,この

地方の政治形態も国家の行政機構の中に組み

込まれていく｡

Ⅰト4 独立戦争後, 南スラウェシを席捲 した

カハル ･ムザ ッカル (KaharMuzakkar)の

内乱にこの地方も1956-1957年ごろか ら巻 き

込まれ,1962年ごろにはパ ンティムルンや周

ll)他のカラエンの子孫もそれぞれカラエン称号を

継承したが,オランダの行政組織の末端として
の村長 (ketuakampong)はカラエン･パンテ
ィムルンのみで,彼だけが公式にカラエンと呼
ばれ得る｡

12)五つのカンポンのうち,トンドンクラがその代

表 (連絡係)としてスレウェタン(sullewetang)
に任命された｡なお,17世紀よりマカッサル地
方を治めたVOCにとって,バロツチはラバッ

カン,ブンゴロ,セゲ リ(Segeri),マンダッレ
(Mandalle)とともに Noordedistriktenの一つ
であり,1854年からは OnderafdelingPang･
kajeneの下のAdatgemenschapとなる｡日本軍
政時代はマカッサル市のパンカジェネ郡と呼ば

れる｡パンケップがマカッサルから分離して県
として独立したのは1959年である【MasigaetaZ･
1974]｡
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辺の集落はほとんど全部焼き払われて,山に

入ってゲ リラに参加する者,パ ンカジェネに

逃げて政府軍の保護を受けるものと,家族の

中でもバ ラバ ラになったケースも多い｡内乱

が終息に近づき,分散 していた人々が元の集

落に戻ってきて家を建て始めるのが1964年 ぐ

らいで,現在建っている80数戸の家の多 くは

1967年以後に建て られたものか,それを改築

したものである｡

1965年12月に新体制村 (DesaGayaBaru)

として,それまで独立 していたパ ンティムル

ンとマラカとを併合 してパ ンティマラ村がで

きた｡1975年にはさらに,この村とトンドン

クラ村 とを合併 して トンドンタッラサ (Ton-

dongTallasa)村ができた. しかし,これは

まもなくして1979年には再び元のパ ンティマ

ラ村 とトンドンクラ村とに分離 して現在に至

っている｡

ⅠⅠⅠ 人 口

ⅠⅠト1 南 ス ラウェシ州 の州域は 85,088.72

km2,人口は5,722,501人で,23の県および市

域にわかれ,169の郡 (kecamatan),そしてそ

の下に1,170の村を含む｡ パ ンケップ県は,

その中でも小さい方に属 し,面積 889.74km2,

人口206,322人 (州人口の3.6%)で,9郡か

らなり, その下に70の村, さらに部落が265

ある｡ パ ンケップ県の114からなる島峡部は

三つの郡にわかれ,面積 118.85km2,海岸平

野 ･内陸部はパ ンカジェネ,ブンゴロ, ラバ

ッカン,マッラン (Ma'rang),セゲ リ･マン

ダ ッレ, バ ロッテの6郡 にわかれ, 面積 は

770.89km2 である tKantorSensus 1979;

Masiga〟α/.1974]｡

バ ロッチ郡はパ ンケップ県の長束南端の山

地部に位置し,七つの村からなるが,便宜上 ,

南バ ロッチと北バ ロッチとにわけられる｡南

バロッチ4村は郡都の周辺にあり,パ ンカジ
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図2 パンティムルン人口構成

ェネ南の トナサ (Tonasa)か ら束行 したとこ

ろにある｡ 郡長 (camat)が北バ ロッチの 3村

を訪問する時には,いったんパ ンカジェネに

出て改めてブンゴロか ら東行する｡ 郡の面積

は郡役所によると 60,000haといい,人口は

19,458人 (男 9,579, 女 9,879)で世帯主数

3,527(平均 1世帯5.52人)である｡

ⅠⅠト2 パ ンティマラ村の面積は92km2 で人

口は1,921人 (男947,女974)(表 1参照)で

ある｡13) オランダ時代にはマラカとパ ンティ

ムル ンの二つの邑にわかれて,それぞれカラ

エンが いた の で,現在でもカムボン･マラ

カ,カムボン･パ ンティムル ンと通称される

が,正式 に は この カムボンがな くなって,

RK が村の下部行政単位である｡RK ごとの

人口は表 1の通 りである｡ 各 RK はさらに

2- 3の RT(RukunTetangga)にわけられ

る｡ パ ンティムル ンの中心である RK IIIの

三つの RT の人口は表 2にみ られる｡本調査

で世帯インタビューを行なったのは, これ ら

13)この数字は村役場で1980年11月現在ルクン･カ

ムプン(RukunKampung,RK と略称)の報

告を積算したものである｡1980年10月に実施さ

れた全国センサスでは,その時点で村に不在の
者を含めていないので,人口1,768(男849,女

919)となっている｡

行政区分 とは一致 し

ないパ ンティムル ン

の核集落77戸,人口

544人 (図 2,3参照)

と東側の水田を隔て

たところに散在する

ティフア (Tihua)の

5戸,人 口18人であ

る｡強いていえば,

RTVI と RTVII

とに ほぼ対 応 する

が,他のRTの境界

近 くに住んでいる世

帯を含んでいない｡14)

パ ンティマラ村には,小学校 としてバ ンテ

表 1 パンティマラ村人口 (1980年11月現在)

計 【 集 落

513
Malaka

Banti-
murung

RK III

RK IV

Malaka,
Lompo'Ulu

224Fero,colecole

386i381 r 767
､

l:

弓Paralombasa,
㌻EreTallasa

､心".Ill-IllIl:I'
l

計 r947芦974;1,921

注 KantorDesa･Bantimalaによる

蓑2 パンティマラ村 RKIIIのRT別人口

(1980年11月現在)

宣 /{･･‖! 一.I :I::I,-

RT VI

RTVII

RTVIII
二二 二二 二 :二I-

1101216EParalombasa

一計 1386i3811767L

注 KantorDesaBantimalaによる

14)RTVIと RTVIIとの村役場での人口は551
人｡筆者のインタビューによる調査人口は,一

時不在者あるいは不定期在村者を除くと523人
で,それらを含めると562人である(表3参照)0
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図3 パンティムルン集落略図

表3 年齢別パンティムルン (含ティフア)人口

年 齢 F 男 L 女 l 計

ィムルン (6年制),

マラカ(6年制),パ

ラッ ルアラッ(Para'-

Iuara')(3年制)の 3

校があり,パ ンティ

ムルンには中学校分

校が 1校ある｡ すで

に小学校就学前から

水汲みなどの家事手

伝い,牛 ･水牛の放

牧管理,田仕事の補

助などにその労働力

が期待されているの

で,就学が 2～ 3年

遅れたり, 3年生な

いし5年生を終えて

退学 したりする例 も

多い.一般に,農繁

期には欠席児童が非常に増加する｡15'反面,

中等教育,高等教育への志向も強 く,高校 (パ

ンカジェネ,ウジュンパ ンダン),大学 (ウジ

ュンパ ンダン)にもかなり入学 しているが,

これら高校生,大学生はもはや日常的な労働

力としては期待されない｡表 3で ( )内数

として示 した数字には,そのような他地での

就学生徒 ･学生と,独自でパ ンカジェネなど

の比較的近 くで就労 し,定期的に過ごとある

いは月ごとに帰 って くる者とを含む｡16)

21 (1) 出生地別に人口をみると,約86%がバ ンテ
23

6

14

6

5

1

ll

2

5

計 l228(19) i295(20)l523(39)
注 ( )内の数字は一時的不在者数
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ィムルン生まれで,4%がその他の村内の集

港,同じく4%が周辺山地部,1･5%がパ ンケ
ップの海岸部生まれである｡残 りは,ウジュ

ンパ ンダ ンおよび島峡部生まれ(0.7%)と不

明 (2.3%)を除 くと, ボネ, ママサ (Ma-

masa),タ トール (Tator),ポルマス (Polmas),

タカラ-ル (Takalar)から単身または家族達

15)1979年以前には農繁期に休日が設定できた｡

16)45-49齢グループの1ケースはバロツチに居住
する多妻婚者である｡
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れで公務のため村に滞在 している人たちであ

る｡

一方,出稼ぎ経験のある在村者はわずかに

男8人を数えるのみである｡ ラバ ッカン (8

年滞在),パ ンカジェネ(5年 と数年)などの

近接地のはかに,マ ッピリ (Mappili,7年),

カ リマンタン (Kalimantan, 1年,4年),

イ リアンジャヤ (IrianJaya,3年),アムボ

ン (Ambon,3カ月)に出稼 ぎ に行 って い

る｡ これ らのほとんどの場合,行 く先に親族

ないしは同村者,知人がいる｡ 農業,商売の

手伝い,林 業 な い しは石油工業の労働に従

事 している｡ 出稼ぎに行 ったきり帰村 しない

者 もあるが,実数は不明としかいいようがな

い｡17) ただ,上掲の表で内数として示 された

一時不在者, とくに高等教育を受けた者は,

そのまま村 との関係を薄 くして完全な出稼ぎ

離村者 となる可能性が大 きい｡

ⅠⅠト3 村内姫は規範としてはないが,イ トコ

姫は選好される｡ 南スラウェシの中でも,也

域 ･階層によっては第 1イ トコ婿が好まれる

場合 もあるが,パ ンティムル ンではむ しろ第

1イ トコ姫は忌避 (pemmali) され,第 2イ

トコ姫が好まれるという｡ パ ンティムル ンの

84組の夫婦18)とふた りの第 2妻 とについて現

在の夫婦関係のみをみてみると,第 1イ トコ

婚 6,第 1イ トコの娘または親の第 1イ トコ

との婚姻 4,第 2イ トコ婚24,第 2イ トコの

娘または親の第 2イ トコ との婚姻 6を数 え

る｡第 2イ トコ姫は全体の28%をしめ頻度が

最 も多いが,第 1イ トコ姫,異世代間の近親

17)出稼ぎ経験者が少ないのに対し,親族の中で出
稼ぎ中のものが多いのは,人が還流せずに放

出の傾向にあるせいか｡なお,集落ごとにみる

と,例えば水田の少ないパラッルアラッでは出

稼ぎが多い｡水田を売って出るケースもある｡

単身出稼ぎの中には教育のドロップ･アウト者

が多いことを学校の先生は指摘する｡
18)診療所の看護婦と女教員とのふたりを除く｡

表4 婚姻 ･離婚 ･再婚 (rojo)の件数

(パンティマラ村)

年 度

1975
1976
1977

婚 姻 1 離 婚frojo

2 ;1
計 r 143 r 8 F0

姫もみ られる｡そのほか,第 3イ トコ,第 4

イ トコとの婚姻以外で,遠縁の親族 との婚姻

は9ケース,まった くの他人は3ケースにす

ぎない｡

イ 下コ姫は血の純粋を保持 す る もの と し

て,同じ身分の者 と結婚するための階級内姫

の一手段とも解 し得る (後述 Ⅴ-2参照)｡ そ

のため,集落ごとの地理的な孤立度19'が高い

にもかかわ らず,通婚圏が 1集落に集中せず

かなりの拡がりをみせる｡

生別離婚は村役場での統計によると必ず し

も多 くない (表 4)｡ パ ンティムルンの婚姻

経験者全員の解消された婚姻について離別 と

死別 とを比較 してみると,43ケース対25ケー

スである｡ これか らみると,近親婚が多いが

故に生別離婚が極端に少ないとは考え られな

い (前田 [1973]参照)｡

ⅠⅠト4 村の人口の動態については資料が少な

い｡1975年の村役場の統計では男896人,女928

人,計 1,824人である｡20)表 1に掲げた1980

年の人口1,921人 と比べて97人の増加である｡

小学校の児童数は1965年より毎年記録が残 さ

れていて,1965年 207人であったのが1980年

19)例えば,パンティムルンと隣部落マラカは2-3

km しか離れていないが,話し方ですぐに分別
されるという｡

20)1971年のセンサスの資料は村役場では手に入ら
なかった｡
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には505人と増加しているのは明らかである

が,就学率が不明であるので人口推定にはあ

まり役に立たない｡

ある老齢者の記憶によると,1911年には7

戸がパ ンティムルンにあり,1戸には5-6

組の夫婦が住んでいたという｡他のインフォ

ーマントによると,60-80年前には9戸あっ

て,それぞれ家に名前がついており,一香大

きい家で7夫婦住んでいたという｡同じイン

フォーマントは, 1900年前後 にはカラエン

･エレクッラサの家,カラエン･パ ンティム

ルンの家,そのイ トコの家の3軒しかなかっ

たという｡そのころの家 (bola) は現在の長

方形の窓ではなく,丸形窓で家の中は暗く,

多 くの部屋 (bili') にわかれて,大家族が共

住 していた｡21)このような家は1940年代には

20戸に増え,その後も徐々に増加していった

という｡22)それでも1950年代までは現在のパ

ンティムルンの集落 (図3)の南半分側にの

み家があり,北半分は森林であったという｡

既述 したように,1950年代の後半から60年代

初めにかけて内乱のために家々が焼 き払 わ

れ,その後に建った家は最初は小屋のような

家であったが,1964-1965年以降現在建って

いるようながっちりした,しかし,往時の家よ

りはずっと小さい形の家が建ち始めたわけで

ある｡現在 2夫婦が同居 しているのは,外来

の一時定住者を除いた80戸のうち,わずかに

13戸を数えるにすぎない｡残りは1夫婦を中

心とする世帯である｡

21)19世紀半ばにボネのチェンラナ(Cenrana)河か
らテムペ(Tempe)湖周辺のブギス族を訪れた
Brookeも ｢各家には15人｣[Mundy 1848Ⅰ:
93,96】住んでいたと報告している｡

22)これらの家の数はパンティムルンの中心となる
核地域にある家のことで,これらの家に属しな
がら出小屋(bolabola)で生活していた者がいた
と推測される｡
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ⅠⅤ 水田 ･畑 ･森林

ⅠⅤ-1 この地方では11月ごろから雨が降り出

し,12,1,2月と毎月 300mm 以上の雨が

降る｡ とくに1月は連日のように1日中雨が

降り続 くことがある｡ 3,4月と雨量が若干

減って,5月ごろにまた雨が多 くなる｡6/-

8月から10月は乾期となり,全体的に水不足

となり,非常に暑 く過ごしにくい季節でもあ

る｡

水稲作りは12月から始め,最終的な米の収

穫は6月である｡現在は多 くは3カ月米(ⅠⅤ-

2-Ⅴ)で,昔は5カ月米で あったが,植付始

期はほぼ同じであった｡陸稲は同様に12月に

種蒔きをするが, トウモロコシと混作 して10

月に種蒔きをすることもある｡ トウモロコシ

は7月から10月と,10月から1月の2期があ

る｡キャッサバ,バナナは大体11月 に植え

る｡これらの作物は古 くから栽培されている

ものである｡

ダイズは1940年ごろにオランダが導入 した

ことがあるが普及せず,やっと1966年ごろか

ら商品作物として広 く作 られ るよ うにな っ

た｡畑地で作るのは, 2,3月播種, 5,6月

収穫である｡次に,収穫 された ものを種に

して,水の得 られる水田で裏作を行う｡食用

として一部を自家消費 しだしたのもどく最近

である｡そのほか,イモ類,ラッカセィ, リ

ョクトウも植える｡ 屋敷地の畑では畝立てを

してササゲ,ナスビ,バナナ,パパイヤ,カ

ンキツ類, トウガラシ,ココヤシ,コ-ヒ-

などを植えるOパ ンティムルンの集落内では

キャッサバをほとんど植えていないが,周辺

の集落の屋敷地にはキャッサバが多い｡屋敷

地,水田区画,畑には家畜,野獣の侵入を防

ぐために必ず垣根が設けられる｡

乾期には藤や木材の伐採に従事 したり,ア

レン糖の製造に精を出したりするのが昔のパ

ターンであるが,畑 ･水田の整備がすすみ,
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全体に人手不足 となってきた現在では,少な

くとも中心の集落ではこれ らにほとんど目を

向けなくなってきている｡

ⅠⅤ-2-i 南 ス ラウェ シ全 体 の水 田面 積 は

597,752ha[KantorSensus 1979]で,パ ン

ケ ップ県は約 21,000haのみで比較的水田の

少ない県に属する｡23) パ ンケ ップ県の中でも

山地部をしめるバ ロッチ郡 は海岸部に比べて

小規模の水田団地 (lompoつ が点々とあるだ

けで,水田面積はわずかに 1,750ha といわれ

る｡24) パ ンティマラ村では登記されている水

田が 298haで,そのうち,かんがい水田は

150haである｡25)登記 していないものも含め

た面積は村長 (kepaladesa)によると 400ha

以上である｡ このうち旧パ ンティムルン部落

に属するのは約 2901la,旧マラカ部落に属す

るもの 113haである｡

ⅠⅤ-2-ii 水田の一区画を ロムポッといい,

人の名前,地理的特徴,土地名などをそのあ

とにつけて呼ぶ｡いわば水田団地のようなも

ので,オランダの地租徴収の単位でもある｡

多 くはある時期に一度に開田された.ロムポ

ッのなかで各水田ごとにガル ン(galung)云々

という名 前 が つ け られることも多い｡土地

台帳 (Buku Rinci')26)上 で は旧パ ンティム

ルン部落の登記された土地区画は86を数え,

23),LEjT<庁の1980年の統計｡ただし,統計局の数では

1978年の水田面積は 22,495haである [Kantor

Sensus1979]｡このうちかんがいの水が得られ

るのは 5,000ha,そのうち裏作を行なっている

もの3,500haである｡現在クボタボ(Tabotabo)
にかんがい施設を工事中で, これが完成する

と,かんがい面積は 8,000-ll,0()Ohaになる｡

また,新たに2,000haの開田を予定している｡

24)バロツチ郡役所の1980年1月10日現在の統計に

よる｡

25)パンティマラ村役場の1980年の統計である｡

26)Rinci'の語源については明らかでないが,オラ

ンダ時代に測量された土地台帳｡現在政府は再
測量して土地証書を発行しつつあるが,調査対

象村にまでは及んでいない｡

そのほとんどにロムポッ云々という名が記載

されている｡27)村人は土地台帳上の名をその

まま使 うこともあるが,同 じ区画でも開田時

期の違い,水懸りの違いなどをもとにさらに

細分 して呼んだり,別 の通称 を用 いる場合

もある｡土 地 台 帳 に対 応 して,個人に与え

られる証明書は sure'kebo (自書), 譲渡抵

当された場合には sure'gau'(青書) といわ

れる｡ これ らの書類と実情 とを考慮 して,村

役人,有力者が人頭税 (Pareja,17才以上有

収入者あたり2月00Rp)と地方開発税 (Ipeda,

1haあたり 2,000Rp)の額を毎年査定する｡

パ ンティムルンでは,一時的に外か ら来て

いる居住者を除 くと,水田を所有 していない

のはわずかに4戸 (全数78戸)である｡ 非常

に荒 っぽい計算であるが, 1戸平均9筆所有

している｡28)

ⅠⅤ-2-iii バ ロッチ郡長によれば,この10-15

年間に約 600haの新田が開かれたという｡パ

ンティマラ村長は同村での新田増加を年約 3

ha と推定する｡ そのほとんどはマラカ地域

の棚田を中心としたもので,最近のパ ンティ

ムルンではほとんど新田の増加がないという

(Ⅴト2)｡29)パ ンティムルンで棚田の拡張に熟

27)SalinanboekoerintjikKampoeng Bantimoe-

roeng nob165,Adatgemeinschaft BalottJl,

OnderafdeelingPangkajene,AfdeelingMakas-

sar.1930年代に写されたもの｡この村でいわ
ゆる sima(徴税)が導入されたのは1900年前

後であるとの古老の話である｡ロムポッ名,区

画番号,シリーズ番号,所有者名,筆数,譲渡の有

無,各所有者ごとの面積が記載されている｡ボ
ネの土地制度について Samin♂/α/.[n.d.】,マ

カッサルについて Mangarandang[1978]など
参照｡

28)平均水田所有面積はボネ県で 0.9ha,ブルクム
バ県で 0.7ha,シンジャイ県で 0.5haという
(1981年末のOperasiLappoAseという食糧増
産運動に関しての農業副大臣の発言の新聞報
道による)｡マカッサルのボントラムバ (Bon-
toramba)では平均水田所有面積 0.54ha(1949
年)と報告されている [Chabot 1950‥41]｡

29) トンドンクラ村では年5haぐらいの新田拡張が
行われているという (同村長による)｡
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口 hutorhouse

巨∃ dryfjeld
庄司 wetrice-field
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rice-field

図4 ティフアの水田と畑

心ではないのは,水田に転化 し得る比較的平

坦な畑がまだ豊富にあるからだという｡ 石灰

岩山の凹地に水田の多 くがかたまっているこ

とも,その理由の一つであろうCインタビュ

ーの結果では,1970年代に16世帯が47筆の水

田を造成 している｡30)

新 しい水田の開き方を村人は次のように説

明する｡まず移動畑から常畑になると,相続

などで分配するために境界として畦を作 る｡

すると,場所によっては湛水状態になる｡陸

稲として作っている稲は水を好まないので,

水稲を植えることになる｡ それから本格的な

水田として維持されていく｡

実際には,水田田地の周辺部を徐々に水田

(ana'galung)化 していくこともある｡この

場合もティフアの例 (図4)のように水田と

常畑とが隣接 していて,畑から水田-という

30)本インタビューでは時間的制約もあって所有筆
数による聞取りしか行わなかった｡
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パターンがたどられる｡ 同様に家の裏などの

水田も,元は畑であったという例は多い｡ま

た,昔水田として使われていたところで,水

懸りがうまくい かないので放置 されて いた

り,31)あるいは所有者が内乱期に行方不明と

なり,他人が畑として使っているようなとこ

ろもある｡

ロムポッダムパ ン(Lompo'Dampang)は,

パ ンティムルンの集落のすぐ南西に広がる約

13haの水田団地の中でも最も古い水田とさ

れているカラエンの水田であったところであ

る｡このロムポッの南 1km にあるロムポッ

ソデ (Lompo'Sode)の場合は,1943年に当

時のカラエン･パ ンティムルンが村民を動員

して ソデ川の東岸に 2haの土地 を開 いた

(bakka)｡ 周囲は切り立った石灰岩 の岩山で

ある｡最初は陸稲とトウモロコシが主として

植えられていた｡畦も設けられていたという｡

水稲を植え出したのは1947年～1949年ごろか

らであるという｡ ソデ川の水源はさらに 1

km 弱南に行ったところの湧水である｡ 湧水

わきにはパ レッベアン (Pare'beang)と呼ば

れる畑があるが,ここには湧水から水はひか

れていない｡

ロムポッソデとロムポッダムパ ンの間に,

ガルンバ ッボラアン(GalungPa'bolaang)が

ある｡ここも切り立った石灰岩の山の壁に囲

まれたところで,ソデ川の西側はアレンの古

い木がならぶ畑であり,東側は3筆はどの水

田である｡ 昔 ここに集落があったといわれる

ように,開拓は古 く,1920年ごろ畑として開

かれたのだともいわれる｡ もともとはカラエ

ン･パ ンティムルンがカラエン･エレクッラ

サに与えた土地である｡ 内乱後放置されて叢

林になっていたが,1975年に政府の補助でセ

メント製の堰が作 られてから,不完全ではあ

るが一応川の東側に水が来るようになった｡

31)Ku'lang(休耕田),または kombang(叢林に
なった休耕田)0
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それを利用 して,カラエン･エレクッラサの

息子のひとりが1977年に水稲を試み,最初の

年は失敗 したが,それ以後何とか続けて作 っ

ている｡ この場合は自分の家族だけの労働力

で水田化し,最初の年から水稲である｡

土地台帳にある水田は現在も水田として利

用されており,畑として登録されている土地

も,集落になったのを除いて,水田化 してい
る｡ しかし,土地台帳作成時よりももっと古

いという水田,例えばロムポッエレクッラサ

の一部が必ず しも登記されていない｡土地台

帳と現在の水田団地 との対 月乳 聞 取 りか

ら,水田拡張には(1)内乱終息後焼畑禁止が厳

しくなった1970年代,(2)日本軍占領期とその

直後,(3)1920-1930年代以降の陸稲から水稲

卓越の時期 (ⅠⅤ-3-ii参照)の3時期 が あ っ

たことが推定される｡32)

ⅠⅤ-2-iv 比較的潤沢に水があ るとはいえ,

雨期には稲宙が流されたり水没 したりしない

ように,乾期には飲料水を確保することに腐

心する｡ パ ンティムルン集落にはロムポッダ

ムパ ンの東のロムポッカレ- (Lompo'Ka-

reha)の奥の水源から鉄パイプの導水管がひ

かれている｡ これは日本軍政時代にこの部落

に住んだ日本人が作ったものであるという｡

昔からの導水樋としては竹またはアレンヤシ

の幹を使ったサル ッ (salu')があり,谷水を

流 したり,かんがい水を離れたところに送る

ために用いられる｡

水田より高位のところで自然流水を塞き止

めて水が入って くるようにし,あとは田越 し

で水位を調節する工夫は,水田を作 る前にま

ず農民が考えることであるという｡現在その

ような古い堰は政府 の補 助 でセメント製の

ものにかわり,かんがい水路も整備されつつ

32)現在90歳といわれるティプアに住む老人は,

父親が水田をもっていない時に生まれたので
Pa'dare(畑作人)と名づけられ, その弟は父
が水田を作ってから生まれたのでPamali(mali
は galung水田と同じ)となったという｡

ある｡この堰の維持管理は,改修などの費用

の捻出などをも含めて村長の責任とされ,村

民相互の問に維持組織はない｡昔はカラエン

ないしは開田者が,強制労働または共同作業

でしていたといわれる｡

ⅠⅤ-2-Ⅴ 稲の品種は農業普及員の推定による

と, 1981年作付ではブランタス (Berantas),

チタルン(Citarung),IR42などの新品種が75

%に及んでいるという｡33) もっともこれには

1960年代の IR5の系統のプ リタ (Pelita)な

ども含まれている｡伝統種といっても,パダ ッ

エロ(Pada'ero,7カ月稲,採水に耐え 2m近

くにもなる｡収量がよいといわれる)は1975年

ごろにここに入 ってきて,ダイズの裏作がで

きないところだけに植えられており,シンタ

(Sinta),ガディス (Gadis)というのも1950年

代から栽培されるようになった｡結局,この

地方での昔からの品種はラパ ン (Lapang,あ

るい は Siga),バ ッカ (Bakka),パ ンダ (Ban-

da)の梗米と各種の精米であろうか｡

作期の長い伝統種と短い新品種とを同じ水

田団地に植えると,熟期の違いが出てねずみ

害が多 くなるので,新品種導入の場合は農業

普及員の指導で村として試験的に行 う水田団

地を協議 して決定 し,全 員 が それ に従 うよ

うにする｡34) 1981年にはパ ンティムルン集落

の南の水田団地にブランタスが作 られた｡ こ

れはこの団地が最も水懸りがよいので,早 く

収穫 して裏作を行おうということと,この団

地の田植え時期が一番遅いということ [高谷

33)パンケップ県での農業普及局の県内における雨

期作率75%,乾期作率100% という数字と一致
する｡

34)新品種導入に際しての問題は,水と労働力不足
と収穫後の処理 (新品種の場合も穂摘み)であ
る｡肥料は60%ぐらいが使っているという｡水

田が石灰岩凹地に分散していて各水田団地間の

通行が困難であるという立地条件からいって,
個人による機械化は難しい｡病虫害はあまり問
題とはなっていないが,噴霧器3台が購入され
ている｡
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蓑5 世帯員数別稲収穫量

計

計 】 3tlO l16】16I 7回 4121113177

1982]と関係がある｡

ⅠⅤ-2-vi水稲の 2期作 は行われていない｡現

在裏作 (pabu'bulang)にダイズが急速 に普及

している｡ ロムポ ッダムパ ン付近 とパ ラッル

アラッの一部のかんがい水の豊富なところで

行われ,棚田では植え付け られて い な い｡35)

ダムパ ンではダイズのあとに トウモロコシが

植え られる｡

ダイズが普及す る前にはゴマを植えていた

という｡ トウモロコシなどは昔は畑のみで栽

培 していたが,1950年以降焼畑が禁止 されて

畑の絶対量が少な くなるにつれ,水 田で も水

稲の田植え前に収穫す る形で導入 された とい

う ｡

ⅠⅤ-2-vii 世帯別聞取 りによる1980年度の米

の収穫量を総計すると,10,313束 (パ ッセ,

basse')となる｡不明を除いた調査戸数77で割

ると1世帯あた り約 134束である｡ この地方

での 1パ ッセあた り籾米 7-101it.36) の換算

35)隣部落のマラカではダイズに通した耕地がない
ので,パンティムルンの耕地を借りて植え付け

ている｡

36)同じ1パッセでもパラッルアラッは 71it.,ダム
パン(Damp礼ng)では101it･と場所によって異
なる｡
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率を適用すると約 1,1401it.,即ち

約760kgとなる (表 5)｡ 1日1

世帯 1-31it.の米を消費するとい

うが, これは トウモロコシ,キャ

ッサバなどの代用食 もあり, 1年

中毎 日3度米を食べ るわけではな

いか ら, 自家消費量以上の米を産

出 していることになる｡37)

米の平 均 収 量 は,R.N.氏の評

価 によると,比較的収量のよいロ

ム ポ ッダ ムパ ンで 1haあ たり

220パ ッセ取れるという｡ 籾米約

1.5tonである｡農業普及員 による

と,伝統種で籾 にして約 2-4ton,

新品種 (チタル ン)では 8ton ぐ

らいに達するという｡

ダイズを裏作 として水田に作 っている世帯

は64世帯ある｡ その全世帯の聞取 り収量の総

計は199.65ピクル (pikulu',3,9861it･にあた

る)で,1世帯平均3.12ピクルである｡1980

年の相場では 11it.あた り170Rpで買い付け

られたという｡

ⅠⅤ--3-i 焼畑移動耕作 は政府の強い指導 もあ

って現在影をひそめている｡周辺の山々はこ

の10年 ぐらい再植の努力が政府 によって続け

られているが, 非石灰岩地帯 の多 くは禿山

で,わずかに草や叢木が茂 っている｡

1965年 ごろまでは焼畑耕作 (ma'koko) が

ふつ うにみ られた というが,その作期は次の

37)昔は陸稲が平野部-売られていたという｡水稲
も昔は収穫前に売られることが多く,家では陸

相,トウモロコシを常食していたという｡現在

どれくらい売却されるのかは不明であるが,学

費,祭りの費用など不時の出費の際に少しずつ

売るパターンが多い｡ちなみに天井裏の米置き

場 (pamakkang)にはふつう 5001it･収容可能
であるという｡なお,Pelras[1974:357】は1
日成人 1/21it.として,成人ふたり,子供4人の
家族で年間消費量を 1,1001it･あるいは900kg
(11it･-0.82kg)としている｡
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ようである｡まず,8月ごろに一つの部落単

位で森を切り開き,焼いた跡を片づけて柵を

作る｡ 雨が降り始める10月ごろに トウモロコ

シを播 く｡ 男が棒で穴をあけ(mattoja'),その

あとか ら女が穴に種を入れて (mangase')い

く｡トウモロコシが穂を出すころ(11月)に,陸

稲をその間に播 く｡梗より精が多い｡そして,

周辺にバナナを植えた状態 にな ると bela'

(価,インドネシア語の ladang) と呼ばれ

る｡ 2年目もトウモロコシと陸稲を同様に植

えるが, 畑は tattakkang (繰返 しの意) と

呼ばれる｡ 3年目は allete'pakkokoang と

いって,ほかの場所に移る｡

焼畑耕作には水稲耕作の時 の よ うな儀礼

(下記 Ⅴ-5)がなく, 祭司 (ピナティ,pinati)

もいない｡一説によれば,ma'kokoと呼ばれ

る焼畑耕作は昔は平民 (taubiasa)だけがし

たもので,彼 らは中心集落には住まず焼畑の

中で小屋 (bolabolakoko)に住んで点々と住

居をかえていったという｡ 現在でも水田を所

有する貴族の血統の者は集落に住み,畑をし

ているとしても一時的に出小屋に住むだけで

ある｡ 多 くの畑作地常住者は貴族の称号をも

っていない｡

ⅠⅤ-3-ii 1981年に畑作を全然 しない世帯数

は78世帯中19ケースあった｡いずれも人手不

足をその理由にあげる｡38) そのうち実際に男

手がないのは6ケース,病気 1ケース,老齢

2ケースである｡ そのほかは男手はあるが,

教員をしているのが4ケース,バス運転手 1

ケース,村役人 2ケース,専農 3ケースであ

38)ただし,その中には水田裏作はしているケース
はある｡なお,パンティムルンの住民で中心集

落に住んでいない世帯は,ティフア8戸,ラブ
ラン(Labulang)2戸,ロシタン･(Lositang)1
戸,デラ(Dela)3戸,アリシ(A】isi)1戸であ
る｡そのうちデラ1戸,アリシ1戸とティフア
の3戸とはパンティムルンにも家をもっている
ので,インタビューの中に入っている｡ティフ
アの残りの5戸に対してもインタビューが行わ
れた｡

る｡これらのうち,最後の3ケースを含めて

9ケースは生活に十分な水田を占有 して お

り,畑仕事をしないでもよい｡ 1例を除いて

貴族の血統である｡ただし,水田をたくさん

占有 していて畑作をしない者たちの水田の多

くが,ダイズの裏作のできるよい水田である

ことは注意すべきである｡ そのような水田は

カラエンなどの有力者が開いたところで,貴

族の子孫によって現在占有されているわけで

ある｡

ⅠV13-iii 畑は占有者 がいなければ 自由に使

ってよいというのが原則 で あ る｡ 占有 して

いる証拠としては, 垣あるいは土盛 り, 哩

(tingkasa') があるか, 昔そこを開いて耕作

したという印にココヤシ,アレンヤシ,チ-

ク,バナナなどの lamungattaungといわれ

る永年生有用植物があればよい｡このような

印の残っているところは占有者の許可がなけ

れば使用できない｡

インタビュー によれば耕作面積 は 1/2ha

から2haぐらいが多数をしめ,畑作世嵩58戸

の平均は1ha強である｡39) 全面積は約 62ha

ということになる｡ 水田と異なり,畑の場合

は通常 1カ所にまとめて畑をもっており,敬

カ所で同時に畑作をするということはない｡

常畑として継続 して毎年耕作 して い る期間

は, 1-4年が21ケース, 5-9年が9ケ-

ス,10年以上が26ケース,不明が2ケースで

ある｡ 最高は40年間耕作 しているという回答

があった｡

ⅠⅤ-3-iv トウモロコシは自家消費 な い しは

無償の分配にあてることを原則 とする｡1980

年度に トウモロコシを収穫 した世帯は全世帯

の70%に達 している｡ そのうち2/3の世帯は

10-20束 (1束は200本)の収量を得ている｡

ダイズを畑に作った世帯は31世帯で,世帯あ

たりの平均量は水田裏作の場合より低い2.75

39)ボントラムバで1949年に1世帯あたり平均0.69

haの畑を所有している [Chabot 1950:41]｡
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ピクルである｡ 土地 によ って は トウモロコ

シ, ダイズ だ けを植えているところもある

が,多 くはバナナ,キャッサバ,竹, リョク

トウ,サツマイモ,パパイヤ,カボチャ,ジ

ャックフルーツ, ミカン,コーヒー,キャシ

ュナット,ココヤシ,アレンヤシ,マンゴな

どの果樹,チークなどを適宜選択 して植えて

いる｡果樹,ヤシ,木があるところは古い開

墾地である｡

陸稲と水稲とでは,水稲の方が労働力がよ

り多 く必要とされ,1900年の初めごろはまだ

陸稲の生産量の方が水稲のそれより多かった

という｡ しか し,1940年代にはすでに水稲の

方が卓越 し, 以後陸稲はだんだん減 って い

き,ダイズが普及 し出してからはほとんど作

られなくなった｡1980年に陸稲を植え付けた

世帯は3ケースのみである｡

ⅠⅤ-3-Ⅴ アレンヤシを畑, 集落の近 くに植

え,アレン糖を製造することが少 し前までは

盛んであった｡40) 1950年代まではパ ンティム

ルンの集落内にも三つの砂糖作 り場があり,

アレンヤシもた くさんあったという｡しかし,

内乱の食糧難の時に,多 くのアレンヤシを切

り倒 してデンプン (tawaro)を取ることが行

われ,集落近辺ではほとんどアレンヤシをみ

かけない｡従って砂糖作 りもな くなり,現在

は山奥の ア リシなどで作 られるのを購入 す

る｡パ ンガ周辺では,昔は水田より砂糖作 り

に力を入れていたが,徐々に水稲耕作に比重

が移っていき,最近ではダイズ作 りの普及に

伴 って砂糖作 りは行われなくなった｡

ⅠⅤ-4 パ ンティムルンの森林産物は藤と木材

とアレンヤシの繊維で作った綱であったとい

う｡ 木材 としては,鉄木と同等の質であると

いうサッパ (sappa)や, フタバガキ科の木

(keri,D砂 erocarPacea)やモラベなどはこの

40)カラエンは10個の砂糖生産ごとに1個の砂糖を
徴収したという｡
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地の特産であった｡昔はこれ らの樹木は,カ

ラエンの許可がなければ外部の者は伐採でき

なかった｡

サゴヤシは集落の湿地部にみ られるが,覗

在はデンプンを食することなく,葉,葉柄を

利用するのみである｡猿,猪は,畑 ･水田の

害敵として数は多いが,食物とならないので

捕獲されない. 鹿狩り (pakanrajatanruk-

ang)は昔 の貴族のスポ-ツとして盛んであ

ったが,現在は行われない｡

山地に住む人の常として山か らの産物を日

常生活に利用することは多 かったで あ ろ う

し,いまでも気がつかないようなところで山

の産物を利用 してはいるが,現在では森林生

産物の採集に中心集落の住民はほとんど従事

しないといってよい｡ただ,大工の仕事に不

定期的に従事する人は多 く, この人たちは大

のこ,なたなどで随時木材を調達する｡

Ⅴ 社 会 組 織

本章では農耕に際 しての人的動員に関連す

る社会組織の側面を中心として取りあげる｡

概略的 に, 親族組織 (Ⅴ-1), 伝統的身分制

皮 (V12), リーダーシップ (Ⅴ-3)を述べ,

農業労働の組織 (Ⅴ-4)と農耕サイクルと儀

礼 (Ⅴ-5)について考察を加える｡

Ⅴ-1 イ トコ姫と世帯員数 とについてはⅠⅠト

3,ⅠⅠト4でふれた｡ この節では親族組織につ

いて若干補説したい｡

Ⅴ-1-i Chabot[1950:17;1967:192]はその

調査地ボントラムバにおいて数個の双系的内

婚親族集団を指摘 しているが,パ ンティムル

ンではこのような分類をすることは難 しい｡

このことは,前者がはっきりとした外来者グ

ループを含んだ異質的な構成 で あ るの に対

し,後者が比較的同質的であるという違いだ

けではなく,そのような親族関係以外の決定
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要因がないとグループわけが難 しいという,

親族 ｢集団｣の特質に関わって くる問題であ

る｡41)

パ ンティムル ンでは夫婦 とその子供だけを

指す単位はない｡42)夫婦は sikalabine43) と

呼ばれる｡ Sibola は一つの家に住んでいる

者である｡ 同様に世帯員を指すが, それ に

｢世話をみなければな らぬ範囲の者｣という意

味が加わると repo'となる｡ 村人によれば,

この単位が最 も小さい家族 (インドネシア語

keluarga) の単位であるという｡ この中には

同居 している召使のよ うな使用人 (toribola)

も含む｡いわゆる家族ないし親族を指すのは

sipammanakang (あ るい は sibija)で, 血

縁者 とその配偶者を含む｡その範囲は必ず し

も明確ではないが,パ ンティムルンでは第 4

イ トコまでを bijapammanakang (あるい

は bijambani)といい,第 5イ トコ以上の遠

い縁者を bijabella とする｡

第 3あるいは第 4イ トコといった同世代の

拡がりに対応する尊属親は必ず しも系図がた

どれるというわけではな く,実際には第 2イ

トコでさえも共通の曽祖父母がわか らない場

合が多い｡親族名称にしても曽祖父 (boe)ま

で しか常用されない｡

Ⅴ-Lii 相続は慣習法 によ り, 男 子 2に対

し女子 1の割合で行われ,同性の問では均等

に配分される｡44) 財産の種類に関係な く,倍

41)この問題および親族組織の分析は別稿を期した
い｡なお Maeda[1978]参照｡

42)ゴワ地方では夫婦と子供とを sianakkangと呼
ぶという報告[AbdulRahimMone♂/α/.1978:
12]がある｡
43)Cense[1979]によると kalabiniとは対 (pa礼r)
を指す｡ マレー語の kelaminにあたると思わ
れる｡

44)この相続法はイスラーム法から出たものではな
く伝統的なものである｡比境として,女は頭上
に物をのせて運ぶので,一つしか運べないが,
男は天秤棒で両端に物を掛け肩で担うのでふた
つ運べるように,男女の取り分は2対1となる
という｡水田が分配するのには小さすぎる時は
売却せずに,遺産相続者の間で1年交代で耕作
(taunge)が行われることもある｡

金をも含めたすべての遺産が分配の対象 とな

る｡両親とも死亡すると, 3日, 7日,40日

の葬儀の費用 (tawaattumateang)および負

債を清算 して残った財産を初 めて分配 で き

る｡ もちろん, 遺言によって財産をわ けた

り,生前に譲渡 して しまったりすることは認

められている｡45)

Ⅴ-2 伝統的身分制度は血統, 出自の観念に

支え られているので,親族組織 と密接に結び

ついている (cf･Errington[1977])｡身分制度

はオランダ政府がその植民地支配のために温

存,強化 したが,インドネシア共和国の成立

とともに公式には廃止された｡身分差が実質

的に大 きく崩壊 したのは,反乱軍がそれを意

図 したかどうか は別 と して,1950年代か ら

60年代にかけての内乱による混乱期であると

いわれる｡ しか し,近村で最近あげ られた結

婚式において,招待者の身分差によって三つ

の区分 した席を設けたというよ うな例 もあ

る046) 結婚すると個人名 の あ とにダエン称

をつける習慣 も貴族の子孫には残っている｡

このダエン称をもっている者に対 して,個人

名ではな くダエン称で呼ぶ習慣は確として残

っている｡ 郡長,村長に対 しては出自の如何

を問わずプアン (puang) またはカラエンと

呼称する｡

身分はカラエンか らの血の濃い薄いによっ

て決まった｡カラエンの子同士か ら生まれた

子は ana'karaengで,最 も高い地位をしめ

る｡ カラエンの息子 と普通人の娘 とか ら生ま

れた子は ana'cera'といい,カラエンの娘 と

45)死亡前に譲渡した土地を pa'saiと呼ぶ｡
46)婚資の額,儀式用具に至るまで婚姻儀礼そのも
のが身分差の表現であるが,この儀礼はまだ比

較的守られている｡婚姻相手との身分的釣合い
を重んじるために婚期の遅れる女性が目立つ｡

もちろん,反対にダェン称 rpa'daengan)も使
わず身分にこだわらない人も多い｡このような
人は,カラエンの存在は平等を説くコーランの
教えと両立しないという｡
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普通人の息子 との問の子 ana'sibaliより身

分が上である｡要するに,身分の下の者 との婚

姻は,その子供の地位を両親の中間に位置づ

けることになる｡ 従 って,自分の身分を同定

するために, 血統ないしは系図 (kajariang)

が重要となって くる｡47) カラエンと血縁関係

にない層 は,taubaji,tausamara,taubiasa

と呼ばれ一般大衆である｡ 支配層であるカラ

エン, プアンの家族以外のダエン称 をもつ

貴族は,一般大衆とカラエンの間の中間層で

あるともいえる｡ 一般大衆の下に ata と呼

ばれる下人層がいたというが,詳 らかではな

い｡48)

オランダ時代にはカラエン･パ ンティムル

ンはパ ンカジェネの controleur に認められ

てか ら即位式を行い,カラエン･エレタッラ

サなどの行政職ではない伝統的カラエンはカ

ラエン･パ ンティムルンによって認証された

という｡49) 戦後か ら1954年まで,村長として

のカラエンの下にピランヌ (pirannu)という

助役が8人いた ｡50) このピランヌがピナティ

を兼ねていた｡カラエン白身は最高位の ピナ

ティでもあると考え られている｡

47)バロッチの昔のカラエンは系図を常に手元に置
いておき,出生が明らかでない客はまずその系
図に基づいて同定してから,椅子に腰掛けさせ
るか床に座らせるかを決めた｡なお,ブギス･

マカッサル文化圏では,女性は身分の下の者と
婚姻できないという規則 (hypergamy)がある
のがふつうであるが,本村では ana'sibaliの
カテゴT)-が認められているように,禁止され
ていない｡ただし,ana'cera'はカラエンの血を

75%ひくが,ana'sibaliは25%であるという｡

48)現在でも昔の主人筋にあたる人に attanna(あ
なたの下人)と自称する年寄りもいるが,極め
て稀である｡この付近では1933年ごろにata制

は廃止されたというが,それより以前にオラン
ダは奴隷制廃止を施行している｡

49)ただし,カラエン･エレクッラサの即位式には
カラエン･パンティムルンはその選任の.段階か
ら何ら関与しない｡

50)現在のRT長に相当する｡
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Ⅴ-3 現在の パ ンティムルンの リーダ-シッ

プはフォ-マルには,マラカ出身の村長 と彼

の下の村役人 とが握っている｡ 村長 の下 に

は村の行政を行 う村 役人 以 外 に,RK 長,

その下には RT 長が決められているが,実

質的な リーダーシップをもっているとはみえ

ない｡伝統的身分階層では,カラエン･エレ

ク ッラサのグループと,オランダか ら最後に

任命されたカラエン･パ ンティムルンの姪の

婿のグループと,その先代のカラエン･パ ン

ティムルン (兄)の息子のグループとの三つ

がある｡ 後二者はいずれも村長ないしはカム

ボン長経験者である｡ これ ら伝統的貴族層

ら,教育を受けていなかった り,相続問題で

村人の評判を落としたりして,その影響力は

小さい｡む しろ,教育を比較的受けた旧イマ

ム ･グループ51'が教員あるいは村役人 として

強い影響力をもつ｡

Ⅴ-4-i カラエンには非常に権威があって,

その命令 には必ず服従 しなければな らなかっ

た, というのが村人の昔の カラエン像 で あ

る｡ カラエンは聖器を継承 し,それがカラエ

ンの正統性を証明する｡例えば,カラエン･

エ レクッラサの子孫 は ロンタラ ･マヌルン

(Lontara Manurung),52' ラップンナ (Lap-

punna)ェレク ッラサ(袷),アラビラン(Ala-

bilang) ェレタッサラ (白い布に包まれた大

小 2個の石)をまだ保管 している｡53) パ ッサ

51)戦前パンカジェネからイスラームに詳しい人を
招来してイマムとした｡その人の孫の代にあ

たる人々である[前田 1981]｡カラエン,ピラ

ンヌが政治的には村長,RT長にかわったよう
に,宗教的にもカラエン,ピナティがイマム,
グル (guru)にとってかわられる｡

52)農業法のようなもので,毎年1回,田植え祭の
時に開いて読む (mattoro)｡ 内容はブギス族に
一般的な三毛猫詩 (meompalokarallae).

53)聖器の多くは,オランダ人によってもちきられ
たか,戦争で焼失したか,行方不明になったか
して完全な形でみることは難しい｡
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ラサ ッカン (passalasakkang)54'はエレクッ

ラサの泉の近 くにある手形を押 したような石

である｡

カラエンは村人を動員する力 が あ った の

で,多 くの水田を開拓 し,それを子孫や功の

あったものに分配 した｡オランダ政府が20世

紀前半に土地測量を行なった時に,カラエン

の所有 していた水田の一部を,税を払 う必要

のない職田 (sawahhoofd)55)として登記 し,

これが独立後の共和国に受け継がれ,職田は

そのまま政府の土地 として編入された ｡56' こ

のため,カラエン, ピナティの子孫の中には

土地なしになって しまった者 も出たという｡

パ ンティマラでは,このような職田 (sawah

jabatan)は1976年まで 8haあったか, その

年従軍などで功績のあった者に分譲され,覗

在は政府の土地 として 2ha Lか残 っていな

い｡小作人 (RT長)が耕作 して,小作料は郡

･村役場の歳入になる｡

Ⅴ-4-ii カラエンの 水田, とくに職田 に は

カラエンの指定する日に人々が集まって,農

作業をカラエンのためにする慣習であった｡

一般の共同作業が makkio'と呼ばれるのに

対 し,カラエンのためのは tamba'といわれ

た ｡ とくに田植え (assurotanang)閑始の行

事には村人は必ず参加 していた｡ しか し,上

54)とくにカラエンなどに関係のある,大きなsau-

kang(両)あるいは ｢(村人を)守ってくれる
家｣という意味であるという｡語根salassa'に
は,砦柵,宮腰の意がある [Cense 1979]｡エ
レクッラサの石がパッサラサッカンと呼ばれる
のは,この石のあるところがカラエン･エレク

ッラサの屠所と関係がある故か｡

55)Galungornament,tana'pangnganreangとも
いわれる｡無税にされるというので,カラエン

たちは最もよい水田を指定したという｡

56)パンティムルンのロムポッダムパン(0.34ha)の
場合は,1952年に職田として改めてカラエンに

貸与されたのち,1968年に長期間政府につくし
た功績により授与されたので,その後は私有地

となる｡従って,そのカラエンの子孫のみに権

利が生じ,本来潜在的権利のあったほかのカラ

エンの子孫には相続権がなくなった｡

述のように,パ ンティムルンのカラエンの職

田が当時のカラエンに私有田として政府か ら

与え られた時,57)とその最後のカラエンが死

去 した時 (1978年) とを境にして村民はだん

だん来な くなり,現在ではふつうの makkio'

によって行われている｡

Ⅴ-4-iii 戦前まで, 水田所有者 は農業労働

者 (耕作者), 田植え女, 牧童を食事つきで

養 って,労働力を確保 していた｡報酬として

は,収穫時に耕作者には40束,田植え女には

30束,牧童には20束を与えれば済んだ｡例え

ば,1965年に焼けたカラエン･パ ンティムル

ンの家には,家事 ･炊事をしたり,畑や道具

の管理をする男女おのおの3人ずつ (必ず し

も同居 しない),牧童 4人,水稲耕作者 3人が

カラエンの家族のほかにいたという｡R.N.氏

宅では, 現在 でも toribola(字義通 りには

家人の意) として女 2人が同居 しており,耕

作者としてP氏が定期的に手伝 っている｡ 小

学校 5年生の男の子は牛と水牛 (成牛 6頭,

子牛 4頭)の世話をし,中学校 2年 と3年の

男の子ふたりは耕起,除草をする｡ 田植え時

には トンドン (Tondong)で学校の先生をし

ている娘夫婦が帰 ってきて手伝 う｡ これに,

時々帰 る高校 と大学に行 っているふたりの息

子が加わっても,農繁期には共同作業ないし

賃労働を頼まねばならない｡

V14-iv 共同作業を指す makkio'という語

は (人を)呼ぶという意味である｡ Makkio'

をする前 日に使いの者 (pasuru')が各戸の家

に行 き,椅子には座 らず,床の上に座 って主人

に頼む ｡58) これは水田耕作者同士で行われ,

makkio'に来て くれた人のところには,mak-

kio' されると助けに行 く義務 が あ る｡集ま

る人数は数人か ら20人 ぐらいであるが,何人

57)1968年まではカラエンの娘婿が村長を務めてい
た ｡

58)等価的な労働力交換慣行であるから,水田の所
在地,面積などの要因が,親族関係,交友関係
以外に考慮される｡

131



東南アジア研究 20巻 1号

来て くれるかば当日になるまでわからぬよう

である｡主催者は助けに来て くれた人に食事

とタバ コを供する｡呼ばれた人は農具 (型一

式)と牛 (水牛) とを持参する｡59) Makkio'

を1作期に何回するか,どのくらいの人数を

呼ぶか,というのは主催者の社会的地位,社

交性にも左右される｡

Ⅴ-4-v Makkio'に対 して, 労働力 だけを

提供 してもらって報酬を与 え るシステムを

angngallealloという｡ 自分の水田を所有 し

ない人を対象に田植 え を手伝ってもらう｡60)

彼 らは午前と午後まる1日働いて,その間の

昼食と稲 1パ ッセ(莱)とを得る｡寡婦などに

対する一種の社会福祉 と考える人もいるが,

農繁期にはこの種の労働者を得ることも難 し

い場合がある｡

この angngallealloを田植えの時にした人

は,その田の収穫時に優先的に収穫に参加す

る権利をもつ ｡ その報酬は仕事の量にかかわ

らず 1日1束と決まっている｡ はかの人が収

穫だけに参加 した時は,5束の収穫に対 し1

束の報酬を得る｡ 南スラウェシでは慣習とし

て収穫時に誰でも参加でき,報酬の割合がよ

いので,村内だけでなく他村からの参加者 も

あるのがふつうである｡ しかし,本村では他

所から収穫作業に来る人はないし,また他所

に出ていく人 もない｡その一つの理由として

村人があげるのが,この angngallealloの収

穫優先権であるという｡

Ⅴ-4-vi 小作 の場合はふつう, 収穫 が土地

59)苗代作りを手伝う場合は,手伝う人がその宙代
田の一部を使用させてもらう｡

60)この地方では田植えは女の仕事である｡防柵作
りという重労働が男に課せられているので,女
性が田植えを受けもつ｡実際には男も加わって
いる風景が多かった｡収穫も女中心ではあるが
男女とも参加する｡なお,海岸部では原則とし
て女性が農作業をしてはいけないことになって
おり,田植えも男の仕事である｡ボネ･ブギス
人も同様である｡マカッサル地方では女性の田
植えが多い｡
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所有者と小作者との間で折半 され る｡ た だ

し,小作には収穫費用は含まれていない｡一

部の水田および水田裏作 につ いて は所有者

1,耕作者 2の割合 もあり得 る｡ インタビュ

ーによれば, 17戸 が貸 し付け (papitesang-

ngang)ており,そのうち11戸は同じ集落の者

に貸 している｡ 小作 している (attesang) と

報告 した数は18ケースある｡小作の年数は1

- 3年がはと4/どで, 4- 6年が 3ケ-ス,

14年が1ケースである｡小作のみに頼る農家

は,ⅠⅤ-2-iiであげた, 水田を所有 していな

い4世帯のうち1世帯にすぎない｡ただし,

抵当としてもっている水田は使 っている｡

Ⅴ-4-vii 水田の譲渡方法は,相続以外には,

売却 (balu'laburu'),抵当 (balu'ta'gala'),

小作 (balu'paja')と区別される｡61'小作は1

年ごとの売渡 しとも説明されるように,契約

はないことが多いが,いつでも所有者は返却

を要求 し得る｡抵当は,葬儀,結婚式,家の

建築などに必要な費用ないしは牛 ･水牛の肉

を得るために,水田1筆につき牛 2,3頭の割

合で行われる｡金額あるいは黄金量でも記憶

される｡もちろん所有者は抵当に相当する額

を返済することによって権利を回復する｡

水田を購買 したことのある世帯数 が10(約

13%), 売却 したことのある世帯数がわずか

に1 (1.3%)という数字に対 し, 抵当で得

たもの (panna'gallang)は28世帯 (36.4%),

抵当として失ったもの (pappita'gallang) は

13世帯 (16.9%)である｡

Ⅴ-5 稲魂 (Sangiangserri)をめぐる稲作儀

礼は,断食あげのレバ ラン,結婚式,葬儀な

61)水田の方からみれば, 自分が耕作するか, そ

の責任をもっている水田は parakkangまたは
jamang;小作として耕作している水田はgalung
nijuruまたは galungnitesang;抵当で耕作し
ている田は galungnita'gala';自分の所有水田
は galungpusaka;相続田は galungma'nara
と名づけられる｡
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どとならんで,農作業のけじめをつけ,豊作

を願 うための重要な儀礼である｡ 南スラウェ

シ一般に関 しては AbuHamidetal.[1980],

ブギス族に関しては Pelras[1974],トラジャ

族に関 しては Hidayat[1976]などが最近の

報告としてあるが,地域差をふまえた儀礼体

系の分布ないしは分類をする作業はまだ行わ

れていない｡本節では,その作業のための-

事例として,稲作労働に付随する儀礼を解釈

な しで概説する｡ その情報のほとんどは聞取

りによるもので,今後実地の観察に基づいた

報告と分析とが望まれる｡

稲作の作業開始はインドネシア語で turun

sawah(水田におりる)と呼ばれて,マレー世

界全般にわたって何 らかの行事があった｡そ

の日を決める方法 も,太陽や星宿の測定によ

ったり,独特の暦表を用いたり,決定者が農

耕のための祭司であったり,一般的な祭司で

あったり,首長であったりすることは周知の

事実である｡ いずれにしても,この行事が終

らなければそのコミュニティの人は農作業を

開始できない｡ パ ンティムルンでは assuro

rigalung と呼ばれ, 昔はカラエンの特定の

祭田-,檎,まぐわ,織物などの宝器の行列

がなされ,同時にソンコロッ (S｡ngkolo',梶

米を蒸 して円錐状に盛ったもの)を用意 して

神に供え,共食 した｡現在では前者 (これは

現在でもラバ ッカン,ブンゴロなど海岸部で

行われているappalili'に相当する)は行われ

ないが,後者は適宜各家ごとに行われる｡62)

苗代は鍬で整地をする(appakaramula)が,

使われた鍬は使用後3日間家の中の水入れの

近 くにしまう｡稲穂をゴザの上でふんで種籾

を取る作業は男がする｡流水に2日2晩つけ

62)ゴワなどマカッサル地域では高谷[1982｣の報告
する始耕祭 (appalili')が卓越している｡ブギス

族ではtudangsipulung(asitudengtendangeng)
といわれる農作業の日取り決定の会議があって
からmappalili'が行われる[AbuHamide/aZ.
1980:160]｡

たのち, 2- 3晩家の中にしま って おかれ

る｡この時期は籾の芽が出る重要な時期なの

で, 1対の魚,ククイナット(AZeun'te∫m0-

7uccana)のローソク,バナナ葉,熟 した郁子

の実,ゴザなどとともに,菓子のオンデ ･オ

ンデ (ondeonde)40個,バジュ (baje)7個,

パダ リサ (padalisa)40個を籾をしまった入れ

物の上にな らべる｡ 一般にマカッサル族には

なじみが薄いといわれる三毛猫帝を読む習慣

がある｡

種籾の入れ物を開 く時には, 2個のターメ

リック (Curcuma dome∫tz'ca)(anrong ku-

nyi'),クワイノキの実 (sapiri),たいまつ(sul°

bakkang),あひるの卵の殻などを用意 して,

anrong tamu を行う｡ 種籾は男が入口から

担いで出る｡ 出る際に戸口の中か ら妻女 が

｢140日後に立派な姿で帰 ってこい｣といいな

がら,担かれてい く種籾に実の入っていない

籾殻を3回投げつける｡

苗代に着 くと, 苗代の右の隅 に種籾 を 置

き,まず短刀 (badi)を苗代のまん中に突き

立てる (nibajaり｡その傍 らにマリマ リ (ma-

1imali,Leeaaeguala)の枝と竹の一種 (bul°

banna)の枝を立てる｡ 種籾をその ぐるりに

三重に播 く｡ 短刀を抜いて畦に帰 り,そこか

ら田の中に入 らずに播種を行う｡

耕起に使う水牛 ･牛は仕事を始める前に,

ピンクッラサ (bintallasa,草の名)あるいは

1)ア (rea,rmperatacyZtndn'ca)の葉を首に巻

きつける｡

田植えは,高谷 [1982]に報告されているよ

うに,カラエンの祭田 (galunglompokara-

eng)63'での 田植え行事 (上述 Ⅴ-41ii参照)

が行われねば一般の人は始められない｡ただ

し,耕超はそれまでに行なってもよく,桝起

63)ただし,総称ではなく固有名詞がふつう使われ

る(Lompo'Tamasikapa,Lompo'Pa'pinatiang
など)｡祭田と職田との混同により,独立後,
昔桑田であったところが人手に渡った場合は,

祭田が改めて別のところに移される｡
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の終った田にはバ ンジロウ (Pstldiumguwa-

va)の枝葉を田のまん中に立てておく｡

パ ンティムルンの祭田 (ロムポッダムパ ン

の一部)では,昔はリタ (rita,AIslonz'a∫chO-

Zart'S)の木 の下で水牛を屠 り盛大に行 われ

たが,最近では必要な行事は家で済ましてし

まい,水田の傍 らでソンコロッを食べること

も止めている｡パ ンガとマニヤムパでは,ゴ

ワの土 (tanaGowa)と呼ばれる直径 2m,高

さ60cm ぐらいの円い盛り土 が祭 田の中の

端あるいは畦にある｡ ここでピナティ (元の

カラエンの子孫)がソンコロッ (黄,赤,黒

の3色)を供えて香を焚いて祈 りを となえ

(suro baca),共食する (attoannakalompo-

ang)｡マニヤムパではこの土の上に米粒も供

える｡ 盛り土の上に穂先のある竹 (buluka-

resa)を突きさし, その上にアレンヤシの若

葉で作った吹き流 しをつける｡ 水田の中にも

竹とマリマリとを立てる｡

一般人が田植えを始める時には,自分の田

にまじないをして豊作を願う｡ 田のまん中,

田の中にある岩の陰,田の隅など,その位置

も人様々であるが,飾り方も一定 して いな

い｡稲株を七つ植え,竹の若枝を立て,割竹

で囲い,外にバ ンジロウの枝を立てているの

は比較 的完全 な形である｡ その外にマ リマ

リ,カタンカ (katangka,MzlZh-ngtont'a kor-

ten∫l-I),バ ランバ ラン(balangbalang,Po71te-

derz'avan.naZts),パ レムバサッ (parempasa',

RauwoZfz'aam∫om'zfoh'a),アレンヤシの葉な

どが立っているのもみかける｡

田植えの終り (patingalla'tanang)にはオ

ンデ･オンデ,バジェなどの菓子を食べる｡ 仕

事の終った牛,水牛,翠,まぐわも pating-

alla'をする｡ 牛 ･水牛は耕作始めと同じ葉を

首に巻いて無事息災を祈る｡

害虫防ぎの伝統的な方法は,ラッラ(ra'la)

と呼ばれる港木の葉をェムブン(embung,莱

草の一種)の葉と一緒にもって田の周囲を回
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り,その後それを畦で焼 く｡ 害獣(猪)を防 ぐ

には,小便にひたした布切れで垣をするとよ

いといわれる｡豊作･不作を占う一つの方法と

して,エレタッラサ泉の水口にある水牛石の

動きをみるということが信 じられている｡64'

収穫祭は昔は村をあげての盛大な行事であ

ったが,現在は個人的に行われている｡大勢

の人がならんでする目つき (appadekko),棉

り(pakarena),65'太鼓 (paganrang)叩きなど

が昔はあったという｡収穫が本格的に始まる

前 日に,各 筆か ら1-3本 の稲穂 を取 り

(lahulung), 家にもち帰ってつき,種蒔きの

終った時にもち帰った薪木で炊いて食べる｡

この稲を uluaseと呼ぶ｡ しかし,ブギス地

方でみられるように,畦のそばの稲穂を摘み

取って種籾としたり,特別のピナティが男性

穂を取り,次に女性穂を取るといった行事は

ここではない｡

ⅤⅠ お わ り に

Ⅴト1 集落には, 描, 犬, にわとり, あひ

る,牛 ･水牛がこの順で人間に近 く住んでい

る｡66) とくに猪は三毛猫譜にみられるように

稲とも深い関係があり,大切 に取 り扱 われ

る｡ 牛 ･水牛は夜は台所の下につながれ,昼

は水田で仕事をするか,集落の外の放牧用地

につれていかれる｡水田にはネズ ミ,蛇が棲

んでいる｡ 猿 ･猪 もそこに出没するが,彼 ら

の棲みかは野牛,鹿,大蛇などとともに森林

の中である｡

村の中心には大木 (kajuara)がある｡ 集落

64)この水牛石の子供石が近くの水流にあり,これ
も神聖視されている｡
65)Holt[1939:21]はパンカジェネ地方で, 田植
え収穫の祭りに行われる pakarenabura'ne'と
いう踊りを報告している｡

66)ヤギは,ニシキ-ど,犬が多いこと,人が好ま
ないことで飼われない｡馬は,昔は交通手段と
して重要であったが,雨に弱く,現在ではパン
ティムルンにいなくなった｡
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内の屋敷畑にはココヤシ,67)バナナ,果樹,

野菜, トウガラシなどがみられる｡水田は時

代がたてばたつほど,元の植生は消滅 して し

まって,その代替物は稲と雑草 しかみられな

い｡畑には トウモロコシ,キャッサバ,バナ

チ,ココヤシのほかにアレンヤシ,竹,チー

クが垣の中にみられる｡ その向こうには,フ

タバガキ科などの樹木,森林がある｡

生産の場としての土地 のカテゴリーには,

まず屋敷畑 (parallakkang)が家の前にある｡

集落の近 くには水田 (galung)がある｡ 水田

には集落から離れた平坦地 (parang)にある

こともある｡常焔 (kubung)が次 に現 われ

る｡ いわゆる焼畑を含む広義の畑は kokoで

あり,その中で繰 り返 し使わ れ ると ころが

tattakkang と呼ばれ, それが kubungまた

は galungに転化 していく｡ Kokoの外側は

森林 (rombong)で, 栽培の世界ではなく採

集 ･狩猟の世界である｡

このような,いわばどこにでもみられる同

心円的生活環境の認識を書きつらねたのは,

自然環境を書きかえて,改めて生活環境を人

間が作 り出していることを確認するためであ

る｡この中での住空間は次のようになってい

る｡

家のシンボ リズム68'は家の中心 (posibola)

に凝集する｡この柱の下には, くさび,飯,

ビンロウ一式 (kalomping)69' を埋める｡ 柱

には,短刀,四角い布,束髪,白粉が常に置

かれる｡ 集落の中心 (posibutta)はパ ッサ

ラサッカン(passalasakkang)にあり,詞(sau-

67)死者の汚いところを洗った者に,死者の植えた
ココヤシの木1本が贈られる｡従って,人は必
ずココヤシを植えて死後に備える｡屋敷畑には
アレンヤシ,マンゴ,クワイノ与,ワク,コー
ヒー,キャシュナット,パンノ与,キャッサバ
などを植えているところもある｡

68)例えば,佐久間 [1980],Peiras[1975],Abu
Hamid[1981]など参照｡

69)シレの葉,ピナンの実,石灰,タバコ,ガンビ
ールからなる｡

kang)は大木 (kajuara)の側にあることが多

い｡サウカンあるいは頼みごとを願 うパ ンガ

ダ ッカン(pangngadakkang)は霊験あらたか

と信 じられるところに次々と求められる｡ パ

ッサラサッカンはそれを帝巳る人や集落が移動

しても,その効力をもつ｡聖地に対応する聖器

は首長となるべき人々に代々受け継がれてい

く｡ 聖器はarajang,kalompoangという｡70'

カラエン･エレタッラサの場合 は上述 した

が,カラエン･パ ンティムルンのは旗の裂地

であるという｡ そのような聖性を帯びたもの

として,祭田が今度はすべての水田の象徴的

中心となる｡

昔の集落には,一つの bijaあるいはpam-

manakkang と呼ばれる親族範囲の人が一つ

の大きい家に住み,その大きな家が集落の中

心となっていた｡現在はその親族範囲 の人

は,夫婦を中心とする小家族ごとに1軒の家

に住んでいるが,集落に住居を構えるのは,

中心となる親族範囲の中から出た人が主体と

なる｡その中でもマージナルな人は畑の出小

屋に住む｡いわば核 で あ る水田 と密集集落

と,周縁にあたる畑と散開集落との分極が,

親族関係と関連 しながら存在 している｡

ⅤⅠ-2 伝統的コミュニティにおける組織原理

は血統と聖性であった｡血統と聖性とを結び

つけるものは,集落の形成以来受け継がれて

いるという継続性である｡ その具体的象徴が

水田である｡ とくに貴族の結婚では水田が最

も貴ばれる贈物である｡ その昔,エレクッラ

サの王女とシアンの王子との結婚の時に,シ

アンの地にある104筆の水田 (galungpa'kat-

tunang) が王女に与えられたというような,

首長間の水田の授受の話は好 まれて語 られ

る｡婚姻の際の慣習として,婿が嫁のところ

70)なお,kalompoangはカラエンの家に限らず,
貴族の家にもある｡表地,クリス,枕など種々
ある｡家の中につるしておいて,1年に1度収
穫前におろして,その前でお祈りを捧げる｡
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にもっていく水田を panyombu といい, 1

筆40束以上の収穫があるところでなければな

らないという｡71)

現在では血統は役職,免状にとってかわら

れたが,継続性の象徴としての水田は不変で

ある｡ む しろ,相続による水田の細分化,身

分廃止による生活の平準化,教育 ･生活必需

品購入のための現金収入の必要性は,必然的

に水田の拡張-と向かわせる｡しかし,調査対

象集落では,経済的に余裕のあった層が教育

を受けて定収のある教職などにつくことが多

かったので,水田拡張はむしろ周辺的なメン

バーによってしか現在は行われていない｡こ

の意味で,パ ンティムルンに関する限り,覗

金収入がある程度確保できることと,機械導

入の難 しい地理的条件での労働力不足という

ことと,ほとんどの世帯が水田を占有してい

るということから,現在 ぐらいの水田面積で

十分人口維持が可能であるとの,いわばクラ

イマックス的見方を村人はしているともいえ

る｡
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